
 

 2025年 12月 23日 

株式会社リミックスポイント  

 

 

株式会社リミックスポイント（証券コード： 3825、本社：東京都港区、代表取締役社長  

CEO：高橋  由彦、以下「当社」）および当社子会社である株式会社シールエンジニアリン

グ（以下「シールエンジニアリング」）は、太陽光発電所の開発から運営・保守（O＆

M）に至るまでを一貫して手がけるブルースカイソーラー株式会社（本社：東京都港区、

代表取締役：藤宮  康洋、以下「ブルースカイソーラー」）と業務提携契約を締結しまし

た。  

本提携では、FIT 制度 1から FIP 制度 2への移行を見据え、当社およびブルースカイソー

ラーが保有する低圧太陽光発電所に蓄電システムを併設し、発電・蓄電・売電を含むシス

テム全体の運用最適化を図ります。これにより、収益向上を目指すとともに、当社による

低圧アグリゲーター 3としての事業性の確立を目指してまいります。  

今回取り組みを行う２か所（ 20 区画）の発電所にとどまらず、今後も協業範囲を順次

拡大していく予定です。  

 

■本提携の背景と目的  

 事業用太陽光発電の導入件数において、低圧発電所は全体の９割 4を占めるなど、非

常に大きなポテンシャルを秘めた市場です。一方、発電効率や手続き面の負担から採

算性に課題があり、参入障壁の高い事業環境となっています。  

 当社は 2025 年６月 30 日に特定卸供給事業者として登録され、アグリゲーター事業に参

入しました。中期的な FIP 発電事業の拡大方針のもと、発電所の取得および運用最適化を

推進しています。  

 
1  再生可能エネルギーで発電した電力を、電力会社が一定期間、固定価格で買い取ることを国が約束する制度  

2  再生可能エネルギー発電事業者が JEPX 等の卸電力市場に電力を売電する際、売電価格に一定の補助額（プレ

ミアム）を上乗せする制度  

3  自家発電設備・蓄電システムなどの分散型エネルギーリソースを遠隔制御することで電力を束ねる事業者  

4  出展：資源エネルギー庁  2025 年 10 月「国内外の再生可能エネルギーの現状と今年度の調達価格等算定委員会

の論点案」より  

リミックスポイント×ブルースカイソーラー 

低圧太陽光発電所運用モデルの事業化に向け業務提携 

FIP制度を活用した発電事業の収益向上と低圧アグリゲーターの事業性を構築 



 

一方、ブルースカイソーラーは、太陽光発電所の開発から運営・保守（O＆M）まで

を一貫して手がけ、発電所の健全な運営・維持に関する豊富な知見と実績を有していま

す。  

当社は今後も高品質な発電所の取得および FIP 転換を加速していくため、発電所管

理に強みを持つブルースカイソーラーと業務提携契約を締結いたしました。当社グル

ープの蓄電システムに関する知見と同社の運営・管理に関するノウハウを融合するこ

とで、低圧太陽光発電所の運用最適化と収益性向上を目指します。  

 

■本提携の概要  

 両社が保有する低圧太陽光発電所のうち、当社が保有する熊本県菊池市の 10 区画およ

びブルースカイソーラーが保有する鹿児島県志布志市の 10 区画を対象に、以下の役割分

担のもと本事業を推進してまいります。  

 

・当社：最適な蓄電システムの設計・提案・導入を行う  

・シールエンジニアリング：太陽光発電所および蓄電システムの運用を最適化する  

・ブルースカイソーラー：自社で保有する低圧太陽光発電所を提供し、当社グループが提

供する蓄電システムおよび FIP 制度下で必要とされる発電所の

運用管理システムの導入を検討する  

 

【リュミエ菊池発電所（当社保有）】  

所在地  熊本県菊池市  

発電出力  約 500kW（１区画当たり低圧 49.5kW）  

年間想定発電量  約 594,000kWh（※10 区画）  

主な追加設備  蓄電池（定格容量）約 2,090kWh（１区画当たり約 209kWh）  

移行スケジュール  

・蓄電システム増設などの設置工事開始（2026 年春頃）  

・FIP 制度への移行手続き開始（ 2026 年秋頃）  

・FIP 制度への移行完了及び運転開始（ 2026 年冬頃）  

※時期については進捗状況により前後する場合があります  

 

【志布志発電所（ブルースカイソーラー保有）】  

所在地  鹿児島県志布志市  

発電出力  約 500kW（１区画当たり低圧 49.5kW）  

年間想定発電量  約 744,000kWh（※10 区画）  

主な追加設備  蓄電池（定格容量）約 2,610kWh（１区画当たり約 261kWh）  

移行スケジュール  

・蓄電システム増設などの設置工事開始（2026 年春頃）  

・FIP 制度への移行手続き開始（ 2026 年秋頃）  

・FIP 制度への移行完了及び運転開始（ 2026 年冬頃）  

※時期については進捗状況により前後する場合があります  

 

■今後の展望について  

 今後当社は、ブルースカイソーラーが保有するその他の低圧太陽光発電所について

も順次 FIP 転換を検討し、将来的な需給調整市場への参入を見据えた運用を行う予定

です。本運用を通じて得られるデータやノウハウを蓄積することで、 FIP 制度下にお

ける低圧アグリゲーターの事業性を確立してまいります。  



 

■ブルースカイソーラーについて  

会社名  ブルースカイソーラー株式会社  

所在地  東京都港区東新橋一丁目５番２号  汐留シティセンター８階  

代表者  藤宮  康洋  

設立  2013 年６月 12 日  

事業内容  再生可能エネルギー発電所の開発・発電・運営管理  

公式サイト  https://www.blueskysolar.co.jp/  

 

■リミックスポイントについて  

 リミックスポイントは、社会と環境へ新しいスタンダードの提供を目指し、脱炭素

を推進する東証スタンダード上場企業です。主力とする電力小売業をはじめ、補助

金・省エネコンサルティング、蓄電池などの多角的な事業を展開。カーボンニュート

ラルの実現に向けて、エネルギー活用全般に幅広く取り組んでいます。さらに、 2024

年からは円に代わる資産としてビットコインを中心とした暗号資産の備蓄を開始し、

現在は国内有数のビットコイン保有企業としても注目されています。リミックスポイ

ントグループでは、エネルギー分野と暗号資産分野の知見を活かし、「エネルギー×

デジタルアセット」の両軸から、持続可能な社会の実現に貢献するサービス・事業を

展開してまいります。  

 これからのリミックスポイントグループの取り組みにご期待ください。  

 

公式サイト：https://www.remixpoint.co.jp/  

X（旧 Twitter）：https://x.com/remixpoint_x  

  

 

＜本件に関するお問い合せ先＞  

株式会社リミックスポイント  

 広報窓口  

mail： communication@remixpoint.co.jp  
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